
 

 

 

 

 

  

株式会社エイチームホールディングス 

2026 年 7 月期 第 3 四半期決算説明会 

2026 年 6 月 5 日 

本開示は株主・投資家の皆様への情報発信を通じてご理解を賜ること、フェア・ディスクロージャーを

目的としております。なお、書き起こし内容に関して、一部内容・表現を加筆・修正しております。 
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株式会社エイチームホールディングス、FY2026 Q3 の決算説明会にご参加いただき、誠にあり

がとうございます。それでは早速、説明させていただきます。 

 

まずハイライトといたしまして、売上高 59億 2,300万円、調整後 EBITDA2億 6,200万円とな

っております。外部環境の影響により YonY で減益となったものの、メディア事業の繁忙期であっ

たことで、QonQ で微増収という結果になっております。 

スライド右上にサマリーとありますが、外部環境の変化により一部既存事業で広告費が増加、現

在、収益改善に向けた取組を実施しております。中期経営計画の達成に向け、仕込みは計画どおり

に継続しております。 

スライド右下のトピックスになりますが、1つ目、投資委員会の設置、2つ目、M&Aを主軸とし

た今後の方向性、3 つ目が AI 推進室の新設となっております。 



 
 

 

 

 

 
2 

 

 

FY2026 Q3 の連結決算サマリーです。売上高 59 億 2,300 万円、調整後 EBITDA2 億 6,200 万

円、経常利益 1 億 7,400 万円、四半期純利益 1 億 1,300 万円となっております。 

 

連結業績予想に対する進捗はこのスライドの通りとなっております。売上高が 70.4%、調整後

EBITDA51.9%、経常利益 43.4%、当期純利益 57.2%となっております。 
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セグメント別の会計期間決算サマリーとしては、このようになっております。デジタルマーケテ

ィング事業が、売上高 50 億 1,900 万円、調整後 EBITDA4 億 4,700 万円、営業利益 3 億 8,000

万円。エンターテインメント事業が、売上 9 億 300 万円、調整後 EBITDA4,700 万円、営業利益

4,700 万円となっております。 
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デジタルマーケティング事業の四半期業績の推移となります。こちらは、先ほどお話したとおり、

まず競合サービスの広告出稿が強化されたこと、一部既存メディアで SEO 順位の低下の影響を受

けたこと、この二つの要因が重なり、YonY では売上が減少しております。 

それに対して M&A でグループ入りした microCMS 社、Paddle 社が順調に成長しております。

そして D2C 事業も好調に推移して、売上に寄与しております。調整後 EBITDA も減収に伴う減益

はございましたが、新たな成長事業が利益を下支えした結果になっております。 
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エンターテインメント事業の四半期業績の推移となります。既存タイトルのダウントレンドが大

きく影響しておりますが、引き続き協業タイトルに力を入れることによって、業績の安定を図って

おります。 

 

こちらのスライドの左側が協業比率で、現在は 14.8%となっております。海外比率は 42%。自

社のタイトルの売上の海外比率がこのような数字になっております。 

こちらのスライドが、連結四半期業績の推移です。 
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FY2026 Q3 のトピックスといたしましては、ジョインした Paddle 社から暗号資産 Solana に特

化した、歩くと暗号資産に交換可能なポイントがたまるアプリがリリースされております。 

 

そして 2026 年 6 月に、「引越し侍」はサービス開始から 20 周年を迎えました。2006 年 6 月

から始めましたが、現在提携社数は全国で 400 社以上、累計紹介件数は 6,913 万件となっており

ます。 
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続きまして、競合サービスが広告出稿を強化してくる中、当社が新しく打ち出す新サービスとな

っております。中古車一括査定サイト「ナビクル」の新しいシリーズとして「ナビクルアシスト」

を提供開始しております。 

従来「ナビクル」は、最大 10 社の買取業者様からユーザー様に対して、電話やメール等で直接

連絡するかたちでした。「ナビクルアシスト」の一番の違いは、当社からしかユーザー様に連絡し

ない点にあります。つまり、ユーザー様は複数の買取業者様との煩雑なやり取りは不要で、当社 1

社のみで完結できるという利点があります。 

このとき、ユーザー様は「車を高く売りたい」という気持ちが強いため、各買取業者様の買取査

定価格の網羅性をかなり気にされます。「果たして、何社の買取業者が自分の車を査定して、査定

価格はいくらだったんだろう」と。複数の選択肢の中から選びたいというニーズがありますので、

「ナビクルアシスト」では、最大 20 社の買取業者様により車の査定が行われます。そして、買取

価格をはじめ、ユーザー様の条件に適した高額査定業者様を「ナビクルアシスト」でピックアップ

して、ユーザー様に対してご提案します。各買取業者様の査定価格、条件などを、「ナビクルアシ

スト」を通じて提供するサービスになっております。 

「ナビクルアシスト」は、半年間ほどかけて一部のエリアで検証を行っておりました。検証結果

を踏まえ、このタイミングでサービスのリリースを行いました。 
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続いては、今後の成長に向けた取組の進捗です。 

 

まず一つ目として、M&Aの体制強化についてです。従来、旧経営戦略室が主となってM&Aの推

進、及び経営戦略を担っておりましたが、このたび旧経営戦略室を再編しまして、M&A 推進室を

設置しております。新しい責任者の下、M&A を積極的に進めていきます。 

そして M&A を推進していくためには、正しい意思決定、ガバナンスが機能する仕組みをつくる

必要がありますので、投資委員会を設置しております。投資委員会で M&A 案件をより深く、多角
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的に議論し、さらには必要な情報を正しく吟味して、正しい投資をしていけるような体制を構築し

ております。 

 

このスライドにありますとおり、全社戦略に合致し、M&A 推進を目的に、規律ある投資を実行

してまいります。 

 

そして、改めて M&A の今後の方針です。我々は、創業時からアイデアと技術を駆使して、さま

ざまなサービスを展開してまいりました。今一度、その原点に立ち返り、創造性と技術力によって、
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能力（スキル）やケイパビリティを高めていけるような企業と一緒になっていきたいと思っており

ます。新しい企業が、例えば『技術力』『継続顧客』『高い独立性』などが不足している点につい

て、エイチームグループにジョインすることで補えるような関係性を目指していきたいと考えてお

ります。 

 

シナジーのイメージについて紹介します。日本最大級のエンジニアコミュニティ「Qiita」とい

うサービスにおいて、ソフトウェアサービスを展開しているような企業が「Qiita」でプロモーシ

ョンを強化することで、会員やお客様の増加を見込めるかもしれません。このように「Qiita」を

積極的に活用して、ジョイン企業の成長を担っていければと思っております。 

また、2024 年 6 月にグループ入りしたヘッドレス CMS を展開する microCMS は、エンジニア

が導入の意思決定をする特性があります。そのため、「Qiita」を活用してユーザーであるエンジ

ニアに向けて microCMS の魅力を発信することによって、事業の成長に貢献するような結果にな

っております。このように、「Qiita」とのシナジーを見込める企業とご一緒できればと考えてい

ます。 
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また、当社のもう 1 つの特徴として、2011 年頃から積極的に推進しているエンターテインメン

ト事業で培った独自のグローバル展開ノウハウがあります。グローバル展開によって、より会社の

業績が拡大できるような企業も、当社とご一緒していただきたい対象です。 
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そして、AI 推進室の新設についてお知らせします。この度、グループ全体で積極的に AI を導入

していくために、AI 推進室を立ち上げました。「今ある組織に AI をどうマッチさせるか」という

順番で考えられがちなところを、「AI ありきでどのような組織体制を構築するべきか」という観

点で考えながら、AI ファーストで組織をつくり、業務を改善し、組織や業務そのものを再構築し

ていきます。そういった変革を AI 推進室が担っていくと考えております。 

AI 導入によって単純に人件費が抑えられるというものではなく、今いる人数でより多くの打ち

手を出し、施策を講じ、結果的に組織全体の生産性が高まるような AI 活用を目指していきます。 
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最後となりますが、FY2026 の業績・配当予想についてです。 

 

業績予想については、売上高 245 億円、調整後 EBITDA 15 億円、営業利益 9 億円、経常利益 9

億円、純利益 6 億円とさせていただいております。 

 

配当に関しましては中間、期末、それぞれ 14 円、年間配当 28 円を予定しております。 
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中期経営計画の株主還元方針として、「株主還元総額 40-50 億円」、「総還元性向平均 100％」

の達成に向けて、累進配当を導入しております。 

 

当社株式の投資魅力度向上、流動性を高めるべく株主優待制度を設置しております。当社株式 5

単元以上を保有する株主様を対象に、1 月末と 7 月末で 1 万円分ずつ、年間で合計 2 万円の QUO

カードを進呈しております。 

私からのご説明は以上になります。 


